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参加費
無料

子どもは、安心できる大人を拠り所にしながら、世界へと歩み出していきます。

乳児期のアタッチメントは、その一歩を支える、心の土台。

遠藤利彦先生とともに、乳児保育における「安心感の輪」を考えます。

乳児保育における
アタッチメントを考える
乳児保育における
アタッチメントを考える

遠藤利彦先生と遠藤利彦先生と

発達心理学・感情心理学・進化心理学を

専門とし、子どもの情緒発達、愛着、共

感性、感情の理解といったテーマを中心

に、乳幼児期から思春期に至るまでの心

の育ちを理論と実証の両面から研究。特

に、子どもの「感じる力」「人とつながろ

うとする力」に光を当て、日常の関わり

の中で育まれる心のプロセスを丁寧に言

語化する研究・実践で知られる。その語

りは、学術的でありながらも現場感覚に

寄り添い、保育・教育・子育てに関わる

多くの実践者から高い支持を得ている。

遠藤 利彦先生
講師

東京大学大学院
教育学研究科教授

令和7年度宮古島市保育の質の向上研修【第二回】

受託事業者

You being creative.LLC
you.being.creative.llc@gmail.com

070-5018-8103（担当：新城）［お電話でのお問合せ受付時間は、平日9:00〜18:00です。］

開催方法
乳児保育のアタッチメントに関する理論

市内保育施設等に従事する保育士等

内容

オンライン開催（zoomミーティング）

対象

1 11 10:00
SUN

2026

右下のQRコードから申し込みフォームにて
12月26日(金)〜1月10日(土)まで受付詳細・申込

50名程度定員

※第3回　2/1(日)にも予定しております。
　会場・申込み期間など詳細は後ほどお知らせいたします。

アタッチメントが拓く子どもの未来 ー「安心感の輪」を支え促すことの大切さーアタッチメントが拓く子どもの未来 ー「安心感の輪」を支え促すことの大切さー


